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しゃぼんだまとばそ

天気のよい暖かい日はベランダ

に出てしゃぼん玉遊びをしていま

す。昨年はまだ上手に吹けなくて、

お母さんが吹いたしゃぼん玉を見ていた子も、今年は

１人でしゃぼん玉を飛ばせるようになり子どもの１年

の成長に驚いてしまいますね。室内で

もしゃぼん玉の歌やぺープサートに、

楽しそうに参加しています。

子育て支援センター

わくわく館

電話 2-3048

☆水遊びのときのお願い☆

*オムツが完全に外れていない子は必ずオムツを着けてプール

に入りましょう。

（水着を着る際にも水着の下にオムツをはかせて下さい。）

*プール遊びは、必ずお母さんが付いていてあげましょう。

（小さい子は１０ｃｍの水でも簡単に溺れてしまいます。）

*水遊びをするのは３０分を目安としましょう。

（水に入ると、体温が下がり、体力を消耗させます。）

*プール遊びの後は出来るだけ静かに過ごしましょう。

*午後の水遊びは１５時くらいに片付けを始めます。

お父さんいつもありがとう♪

６月１７日（日）は父の日でしたね。わくわく館では６月１日(金)～１６日(土)を制作期間とし、

カード制作コーナーを用意しました。今年はおうちから子ども達やペットが飛び出すカードを作りました。

大好きなお父さんへ日頃の感謝の気持ちを込めて一生懸命作っていましたね。小さい子は手形やシール貼り、

写真で参加したり、大きい子は初めから自分で作る子もいました。お母さん達も「何色にしようかな？」

何を飾ろうかな？」と楽しみながら作っていました。何日もかけて完成させたり、一日で集中して

仕上げたりとお母さんによって様々

でしたが、どのお母さんもステキな

カードに仕上げていましたね。

お父さんは喜んでくれたでしょうか？

子育て講座「親子で楽しむ童謡」６月７日（木曜日）

今月の子育て講座は、猪俣こずえさんを講師にお招きしました。ピアノ・リトミックの音楽講師をされている

ので、参加した２１組４３名の親子は歌ったり体を動かしたりし、楽しく童謡に触れました。その後は、昔から

語り継がれている童謡の良さや語り継いでいくことの大切さのお話を聞きました。 “機械を通す音よりも、

お母さんの声で歌ってあげることで、子どもは優しい歌声が心地よく安心できる。”“童謡は時代に左右される

ことが無いため、おばあちゃんになっても歌うことが出来たり、その子どもが親になった時に歌ってあげる事が

出来る”など、なぜ童謡は大切なのかというお話をお母さん達も真剣に聞いていましたね。聴いたことはあって

も正しい歌詞を知らなかったり、今回の講座で初めて知った曲もあったようで、参加したお母さんは曲のレパ

ートリーを増やすことが出来たと喜んでいました。猪俣さんの素敵な歌声に誘われるように、

お母さん達もとても伸びやかで綺麗な声で歌っていました。猪俣さんもとても褒めていま

したよ。その素敵な歌声でたくさんの童謡を歌ってあげて下さいね。

～7月の子育て講座～

7月19日（木曜日） 『親子クッキング』 開場 9：30 開始 10: 00

対象 ２歳以上お子さんとお母さん 先着１５組 講師 町栄養士 藤川 七洋さん

※受付は６月２６日(火)～７月１３日(金)までです。(定員になり次第締め切らせていただきます。）


